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《ＭＦＵ-５０１／５０３ＡＴ》                                                            1-1. 本機の構造・概要

第１章．導入・試運転

1-1. 本機の構造・概要

  １チャンネルのパルスモータ制御、１チャンネルの２４ビット（ｕｐ／ｄｏｗｎ）カウンタ、

２ビットのデジタル入出力、および４チャンネルの１２ビットＡＤ変換機能を組み合わせたマル

チファンクション機です。  アナログ入力（ＡＤ）部は高精度部品の使用により入力範囲がソフ

ト切替えでも実用充分な精度を得ています。  アナログ系とデジタル系それぞれに専用コネクタ

を使用、また各チャンネル・ＢＩＴごとにリターン（ＧＮＤ）端子を用意するなど、低価格でも

プロ仕様の基本は備えています。

                             図１－１．ＭＦＵ－５０１／５０３ＡＴ 機能ブロック

                ＣＮ１

  　  

                                                                                                  ５ｖ電源

    ４チャンネル                マルチ　　            １２ＢＩＴ 　　　　　　　　　　

    アナログ入力                プレクサ　　　        高速ＡＤ 　    　　 　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　  　　　

　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　    （ＭＦＵ-５０３ＡＴのみ）

             　　　　                            　　    　　　　　　 　　　　　　　　

（カウンタ） 　　　　                       　　     　　　　　　 　　　　　　　　

        Ａ相入力 　　　　　 　      　　   　　   

                                                            　　　        　　　　　　         

　　　  Ｂ相入力 　　　　　　　　　　　　　                        　　　　　     

　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　  

        Ｚ相入力　　　　　　　　　　　　　　　ＰＣＬ－２４０ＭＫ        　  

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            条件設定

（モータ制御）         　　 Ｓ１　     　　　　　                 　　                  対

　　    Ｚ相入力　　    　　　　　　　　　　　   　　 　　　　　　　　　　　　　　　    Ｉ

             　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　　　　　　　　　　 Ｓ

　      原点入力　　　　　　　　　　　　　     パルスモータ制御　　　　　　　　　　　   Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  バ

      減速点入力　　　　　　　　　　　　　     ２４ＢＩＴカウンタ　　　　　　　　       ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        入          データ

    ＣＷ限度入力                                                                        出

                                                                                        力

  ＣＣＷ限度入力                                                                        制

                                                                                        御

        ＣＷ出力

                                                                   （割り込み）

      ＣＣＷ出力                                  緊急停止                                       ステータス

（汎用ＤＩＯ）

        Ｄ０入力

                                        （現在値入力）  汎用入力

        Ｄ１入力

        Ｑ０出力

                                        （ラッチ出力）  汎用出力

        Ｑ１出力

                                                                                                  割り込み

    汎用割込入力

                                                                  （割り込み）

               ＣＮ２

               

【凡例】          フォトカプラ絶縁入出力             非絶縁ＴＴＬ入力             非絶縁オープンコレクタ出力
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1-2. パルスモータ制御部の概要                                                     《ＭＦＵ-５０１／５０３ＡＴ》

1-2. パルスモータ制御部の概要

 　図１－２Ａに典型的な位置決め制御系モデルを示します。　当システムにおいて本ボードの機能

 は、各位置認識用のリミットスイッチ（軸センサ）を監視しながらプログラム上で指定された動作

 に対応するパルス列をパルスモータ・ドライブユニットに供給することです。

　主な制御要素は　◆移動方向：ＣＷ（＋）、またはＣＣＷ（－）

　　　　　　　　　◆移動量　：パルス数（１～１６,７７７,２１５）

　　　　　　　　　◆移動速度：パルス出力周波数（０.５ｐｐｓ～２４５.７３Ｋｐｐｓ）

　　　　　　　　　◆移動形態：定速、または高速（加減速）

　　　　　　　　　◆移動目的：通常の位置決め、または原点復帰

　　　　　　　　　◆停止　　：即停止、減速停止、リミット停止、緊急停止（アラーム入力）

　　　　　　　図１－２．位置決め制御系モデル（ポールネジによる直線駆動例）

　　 （任意）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャリア

　　エンコーダ　　 パルスモータ　　　　　　　　　 ＣＣＷ方向　　　　　　　　　 ＣＷ方向

　　　 位置　　　　　 回転

　　　 検出　　　　　 駆動

　　　　 Ｚ相

　　　　　　　　　　　　　　　　 －ＥＬＳ　ＯＬＳ　  ＤＬＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ＥＬＳ

　　　　　　　　　　ドライブ

　　　　　　　　　　 ユニット

　　　ＯＲＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸センサ（制御スイッチ）入力

　　 【注１】

　　　　ＭＦＵ－５０１ＡＴ

        ＭＦＵ－５０３ＡＴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±ＥＬＳ：各方向の絶対リミット（無条件即停止位置）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＬＳ：減速点スイッチ【注２】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＬＳ：原点スイッチ

                                                 

　【注１】　原点復帰方式（ソフト指定）がＯＬＳ方式のときは当エンコーダ（ＯＲＧ信号）は

　　　　　不要。／次ページ参照。  なお当エンコーダの２相信号（Ａ相・Ｂ相）を本ボードの

          カウンタで計数して位置を認識することもできる。／次項参照。

  【注２】  ドライブユニットは市販品（：通常はパルスモータ・メーカの指定品）。

　【注３】　ＤＬＳは通常、原点復帰過程での減速に使用することを想定している。　ＤＬＳを

　　　　　ＯＬＳの両端に配置する場合、Ｂ接点のときは２個のＤＬＳを直列、Ａ接点のときは

　　　　　並列に接続する。
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《ＭＦＵ-５０１／５０３ＡＴ》                                                    1-2. パルスモータ制御部の概要

　　　主な用語　　　　本パルスモータ制御システムで使用される専門用語について簡単に説明し

　　　　　　　　　　ておきます。

　◆司令パルス出力：　　本ボードからパルスモータ・ドライブユニットに供給する出力パルスの

　　　　　　　　　　　ことで、本書では出力パルス（またはパルス出力）と記述する。

　◆パルス出力方式：　　パルスの出力形態は２種類（ソフト指定）あり、最もよく使用されるの

　　　　　　　　　　　は回転方向ごとに独自のパルス出力を持つ【個別パルス方式】。

　　　　　　　　　　　　ＣＷ，ＣＣＷは各回転方向で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＷ：　時計廻り（＋方向）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＣＷ：反時計廻り（－方向）

　　　　　　　　　　　　一方、【共通パルス方式】は回転方向を示す出力と、両方向共通のパル

　　　　　　　　　　　出力から成り、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＬＳ：共通パルス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＩＲ：回転方向（ＣＷ／ＣＣＷ）

　　　　　　《追伸》　出力論理もソフト指定。

　◆（Ｋ）ｐｐｓ　：　パルス出力周波数／pulse per second

　◆軸センサ　　　：　　駆動対象（図１－２のキャリア）が何らかの制御を必要とする位置まで

　（制御スイッチ）　　到達したことを検出して本ボードに知らせるスイッチ。

　　　　　　　　　　　　　◇±ＥＬＳ：　各方向の絶対（極限）リミットスイッチ。　当位置を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検出すると、本ボードは当軸のパルス出力を無条件に即

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　停止する。

　　　　　　　　　　　　　◇ＤＬＳ　：　減速点スイッチ。（有効／無効はソフト指定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高速動作時、当スイッチがアクティブになると減速、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非アクティブになると再び加速する。　普通はフォトイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンタラプタを使用、キャリアに適当な長さの遮蔽板等を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付けて必要なアクティブ期間を得る。

　　　　　　　　　　　　　◇ＯＬＳ　：　原点スイッチ。

　　　　　　　　　　　　　◇ＯＲＧ　：　ロータリーエンコーダのＺ相信号を入力。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原点復帰方法【Ｚ相方式】のときのみ必要。）

　◆原点復帰方法：　　通常はＯＬＳ（原点スイッチ）入力で即停止する【ＯＬＳ方式】が一般的

　　　　　　　　　　だが、ソフト指定で次に記す【Ｚ相方式】も使用できる。

　◆エンコーダ　：　　位置検出用ロータリーエンコーダ。　回転方向と回転速度を示す信号出力

　（使用は任意）　　を持つ。　本ボードでは、ＤＬＳ（減速点）またはＯＬＳ（原点）スイッチ

　　　　　　　　　　位置通過からエンコーダのＺ相（１回転の基準位置）パルス出力をソフト上

　　　　　　　　　　で指定した数だけ検出したら停止する【Ｚ相方式】のときに使用する。
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1-3. 汎用デジタル入出力部／ 1-4.カウンタ部／ 1-5.アナログ入力                     《ＭＦＵ-５０１／５０３ＡＴ》

 1-3. 汎用デジタル入出力部の概要／【３－３項、３―１０項、３－１２項】参照。

　◆ Ｄ０     　：　　汎用入力ビットであるが、ソフト指定でアラーム（緊急停止）入力として

　 （ＳＶＡＬＭ）　 も利用できる。　そのときは当入力によりパルス出力を停止、割り込み要求

　　　　　　　　　  が発生する。／【３－１５項】参照。

◆  Ｄ１     　：　　汎用入力ビット。

 （ＩＮＰＯＳ）

　◆ Ｑ０   　　：　　汎用オープンコレクタ出力ビット。

　 （ＳＶＯＮ）　　 制御対象が（インクリメンタル型の）サーボドライバのときは、位置決め

　　　　　　　　　　開始信号として使用できる。

　◆ Ｑ１　     ：　　汎用オープンコレクタ出力ビット。

　 （ＳＶＲＳＴ）　 制御対象が（インクリメンタル型の）サーボドライバのときは、リセット

　　　　　　　　　　信号として使用できる。

                  なお入出力共にジャンパ切り替えで、外部電源（５～２４ｖ）使用のときは

                フォトカプラ絶縁、または内部電源（５ｖ）駆動となる。【１－９項】参照。

 1-4.カウンタ部の概要／【３－５項、３－２３項】参照。

    ２相信号（ロータリーエンコーダ）または単相信号のアップダウン・カウント入力です。

    パルスモータ制御ＬＳＩ（ＰＣＬ－２４０ＭＫ）内蔵の２４ビット現在位置カウンタを外部

  入力側に（ソフト上で）指定して使用します。

  ◆ ＥＣＡ：  ２相信号の場合はＡ相を入力、単相信号の場合はアップ・カウント入力です。
  ◆ ＥＣＢ：  ２相信号の場合はＢ相を入力、単相信号の場合はダウン・カウント入力です。

  ◆ ＥＣＺ：  原点復帰にＺ相方式【３―１６項】を使用するときに使用できる入力です。

      なお、 信号レベル： 非絶縁ＴＴＬ（オープンコレクタ、ＣＭＯＳ等の５ｖロジックも可）
             単相の場合： 使用しない方の入力は開放。

 1-5.アナログ入力部の概要／【３－２項】参照。

    専用の入力コネクタを持つ４チャンネル／１２ビットＡＤ変換部です。
    姉妹機ＭＦＵ－５１１／５１３ＡＴと互換性があります。
    詳細は第２章に記します。

  ◆１２ＢＩＴ／４チャンネル（シングルエンド入力＝普通の２線式信号）
  ◆入力電圧範囲（ソフト切替え）±１０／±５／０～＋１０／０～＋５ｖ

  ◆電流入力：各チャンネルごとの終端抵抗（出荷時：１０ＭΩ）の交換により可能。
  ◆ＡＤ変換速度：２４μｓ（チャンネル切り替え、サンプルホールド時間を含む）
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《ＭＦＵ-５０１／５０３ＡＴ》                                                              1-6. ボード上の設定

1-6. ボード上の設定

         図１－６．ボード上の部品配置（黒太表示が通常の選択・設定対象）

                                                                                

   ＩＳＰ－ＰＲＧ                 ＴＭ-Ａ１                                       Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

                                  ＴＭ-Ａ０                                       ０ １ ２ ３

                                                             

                          Ｓ１                                                                       ア

                                                                                                     ナ

                                                                                            Ｃ       ロ

                                                       ＲＡ５                               Ｎ       グ

                                                                                            １       入

                                                                                                     力

                                                                   Ｕ８    ＪＰ－Ｅ＋

                                                                          Ｉ         Ｅ

                                                                          Ｉ         Ｅ

                                          ＳＷ１  ＳＷ２  ＳＷ３           ＪＰ－ＥＣ                デ

                                                                                                     ジ

                                                                                            Ｃ       タ

                                                                                            Ｎ       ル

                                                                                            ２       入

                                                                             ＦＳ１                  出

                                                                                                     力

◆ ＳＷ１，２，３ ： Ｉ／Ｏベースアドレス設定【出荷時：０，１，Ｃ】／１－７項

◇ Ｒ０～Ｒ３：アナログ入力終端抵抗【出荷時：各１０ＭΩ】／２－１項

◇ Ｕ８      ：モータ制御パルス（ＣＷ，ＣＣＷ）出力素子７４ＬＳ０７    ／１-９項

◇ＲＡ５    ：汎用２ＢＩＴ出力プルアップ抵抗実装位置【出荷時：未実装】／１-９項

◇ ＦＳ１    ：＋５ｖ電源出力保護ヒューズ（ＦＲＰＵ－０.５Ａ：浜井電球製）

◇ ＣＮ１    ： アナログ入力コネクタ（９ピンＤ－ＳＵＢ）／１－８項

◇ ＣＮ２    ： デジタル入出力コネクタ（３６ピン・ハーフピッチ）／１－８項

◆ＪＰ－Ｅ＋，ＪＰ－ＥＣ：フォトカプラ回路の電源切り替え【出荷時：Ｉ側（内部）】／１-９項

◆ Ｓ１：信号極性選択、およびＺ相信号入力源選択。【出荷時：全てＯＦＦ側】

スイッチ番号 →    １    ２    ３    ４    ５    ６    ７    ８

  選択対象

Ｚ相

信号の

入力源

 ＯＲＧ

 入力

   極性

＋ＥＬＳ

 入力

   極性

－ＥＬＳ

 入力

   極性

 ＤＬＳ

 入力

   極性

 ０ＬＳ

 入力

   極性

 Ｑ０

 出力

   極性

 Ｑ１

 出力

   極性

ＯＦＦのとき ＯＲＧ  Ｂ接点  Ｂ接点  Ｂ接点  Ｂ接点  Ｂ接点  正論理  正論理

ＯＮ  のとき ＥＣＺ  Ａ接点  Ａ接点  Ａ接点  Ａ接点  Ａ接点  負論理  負論理

           《注》 Ｂ接点：アクティブＯＦＦ、  Ａ接点：アクティブＯＮ、  負論理：０＝ＯＮ、  正論理：１＝ＯＮ

◇ＴＭ－Ａ０： ＡＤオフセット調整トリマ。

◇ＴＭ－Ａ１： ＡＤゲイン調整トリマ。                         【５－３項】参照。

◇ ＩＳＰ－ＰＲＧ： 保守用（出荷時：未実装）
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1-7. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定                                                  《 ＭＦＵ-５０１／５０３ＡＴ 》

1-7. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

本機の制御・操作は全てＩＳＡバス上のハードウエアＩ／Ｏ空間に割り付けられます。

ＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではパソコン本体内デバイスおよび重要な周辺機器・拡張ボードの

使用するＩ／Ｏアドレスが０００ｈ～３ＦＦｈにマッピングされています。  Ｉ／Ｏアドレス

線は１６ビット（ＡＢ 15～ＡＢ 0）ですが、全んどのＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではＡＢ 9～

ＡＢ 0のみをデコード（ＡＢ 15～10 を無視）しているため上位のアドレス空間１ＫＢごとに

イメージが生じることに御留意ください。本機の出荷時設定は０１Ｃ、したがって０１Ｃ０～

０１ＣＦのアドレスを占有します。他のボードや周辺機器と重複しない値を御使用ください。

　　　　　　　　　　　　       図１－３．Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

  アドレス線 →   AB15 ～ AB12    AB11 ～ AB8     AB7 ～ AB4         AB3 ～ AB0

                       SW1            SW2             SW3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ボード内で

  ディップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 複数のアドレスを使用

  　スイッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３－１項．参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   出荷時設定 →        ０             １             Ｃ

　　　　　　　表１－３．ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機システムの（代表的な）Ｉ／Ｏアドレスマップ

Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ（hex） 　本体内デバイス、主要周辺機器  本機で運用の可否 　　他社の使用例、等

　０００～０１Ｆ 　ＤＭＡコントローラ１ 　　　×　不可

　０２０～０３Ｆ 　割り込みコントローラ１ 　　　×　不可

　０４０～０５Ｆ 　タイマ 　　　×　不可

　０６０～０６Ｆ 　キーボード・コントローラ 　　　×　不可

　０７０～０７Ｆ 　リアルタイム・クロック、ＮＭＩ 　　　×　不可 　某社の本体システムで使用

　０８０～０９Ｆ 　ＤＭＡページレジスタ 　　　×　不可

　０Ａ０～０ＢＦ 　ＮＭＩマスクレジスタ 　　　×　不可

　０Ｃ０～０ＤＦ 　　　×　不可 　ＤＭＡコントローラ２

　０Ｅ０～０ＦＦ 　　　×　不可 　ＮＤＰ

　１００～１６Ｆ 　　　◎【推奨】

　１７０～１７７   ＩＤＥコントローラ２       ×　不可

　１８０～１ＥＦ       ◎【推奨】

　１Ｆ０～１Ｆ７   ＩＤＥコントローラ１       ×　不可

　２００～２０Ｆ 　ゲームＩ／Ｏ 　　　×　不可

　２１０～２１７ 　拡張ユニット 　　　×　不可

　２２０～２６Ｆ 　　　○【可能】

　２７８～２７Ｆ 　プリンタ２ 　　　×　不可

　２８０～２ＡＦ 　　　○【可能】

　２Ｂ０～２ＤＦ 　ＥＧＡ 　　　×　不可

　　　　　２Ｅ１ 　ＧＰＩＢ 　　　×　不可

　２Ｅ２～２Ｅ３ 　データアクイジョン 　　　×　不可

　２Ｆ８～２ＦＦ 　シリアルポート２ 　　　×　不可

　３００～３１Ｆ 　プロトタイプ・ボード 　　　○【可能】  他社の標準設定と競合し易い

　３２０～３２Ｆ 　ＨＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３６０～３６Ｆ 　ＰＣネットワーク 　　　×　不可

　３７８～３７Ｆ 　プリンタ１ 　　　×　不可

　３８０～３８Ｆ 　ＳＤＬＣ，バイシンク２ 　　　×　不可

　３９０～３９３ 　クラスタ 　　　×　不可

　３Ａ０～３ＡＦ 　バイシンク１ 　　　×　不可

　３Ｂ０～３ＢＦ 　モノクロディスプレイ、プリンタ 　　　×　不可

　３Ｃ０～３ＣＦ 　ＥＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｄ０～３ＤＦ 　ＣＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ０～３Ｆ７ 　ＦＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ８～３ＦＦ 　シリアルポート１ 　　　×　不可


